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＜連絡事項＞

· 松浦　佐恵子様～本日の内科診察にて、浮腫が再び見られて来た為、利尿剤とカリウム補
助剤再処方となっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 野里　朝子　様～浮腫持続している為、利尿剤・カリウム補助剤7日分処方とな　　　　
っています
· 見付　喜久　様～浮腫持続している為、利尿剤・カリウム補助剤7日分処方とな　　　　
っています。
· 中村　松五郎様～浮腫持続している為、利尿剤7日分処方となっています。

※それぞれ浮腫の状態、排尿状況を観察していきましょう。

· 皮膚科診察の変更について

５月１０日より南病棟では毎週水曜日１０：００～１１：００の時間に皮膚科診察を行う事となりました。間違う事のないようにお願いします。

　

＜主治医ケースカンファレンス＞

· 病棟スタッフも患者様や業務に慣れてきた頃だと思います。慣れてきた頃に患者様の事故は起こりやすいので、改めて気を引き締めて業務にあたって下さい。

· 患者様の状態にあった看護や介護を行っていると思いますが、なぜその方法でおこなっているのか、患者様の状態が変化したときなぜそのような状態となったのかを考え提供していきましょう。

例）食事中にむせ込みが見られた…観察し、背中を叩くだけでなく、むせ込みが起きた時の原因を振り返り今後の業務に生かしていきましょう。食事中の姿勢はどうだったか、覚醒されていたか、汁物の摂取はどうだったか、１口の量はどうだったかなどチェックする項目があると思いますので振り返り今後の業務に生かして下さい。

· 浜中　トキエ様～食事も自力で摂取され、皮膚の状態大分良くなって来ているため、

　　　　　　今後２階で過ごして頂く方向で考えています。そのためにはある

程度の歩行能力が必要です。状態が不安定である時はベッドで臥

床され過ごされていますので、すぐの歩行は難しいと思います。

リハビリを兼ねトイレ誘導をスタッフ見守りで行ってみて下さい。

· 奥利　うめ様～食事摂取量の不安定さ見られます。朝食は全量摂取される事多いです

が、昼食、夕食は摂取量が少ない事が多いようです。声掛けやスプ

ーン１口の量、食事の好み、食事の温度など様々な要因で摂取量が

変化していると思いますので、気を配り食事介助にあたって下さい。

＜週間連絡＞

8　日（月）14時ヒアリング・18時半病棟懇親会

9　日（火）吉田　正太郎様～10時半退院予定。南山苑入所。

　　　　　　岩渕　　道子様～9時南山苑から情報調査に来ます。

10日（水）皮膚科・9時Ｄユニット採光部の修理

12日（金）歯科

＜病棟業務改善＞

オムツの管理について

　患者様の私物を預かっている倉庫にオムツが予備でおいてありますが、在庫がたくさんあるのに発注をしていることがあります。以前、オムツ管理表があったのですが上手く活用されていないので、再度新しく作成したいと考えています。

· オムツの在庫

· 患者様一人一人に合った発注の目安

· 患者様一人一人に合ったオムツ

排泄係担当は管理表を作成し、見て分かるような場所に設置して活用していきましょう。

＜受け持ちＮＣＰ評価・検討＞

小山　正好様～1ヶ月程前から個別でのリハビリプログラム（計算ドリルなど）への参加拒否的となっています。促してみるが割り算が出来ないことからの自信喪失もあり、「できないです。」と拒否的です。全体でのリハビリプログラムで体操など体を動かした内容は参加されています。そこに視点を置き、本人がどんな内容のプログラムに興味を示しているか一ヶ月間観察し内容に近いプログラムを考え進めていきたいとおもいます。

　　　　　　　本人ともっとコミュニケーションをとり会話していきましょう。　　　　　　　　

· 真正面からの声掛けは敵対心を感じる為、サイドから声をかけるように

していきましょう。

鳥谷部　國光様～文章が読むことや、昔の歌、ことわざなどの知識が残っている為、もっと活かしたいと考え、文字が読めることから読書を勧めてみたいと思います。簡単な物語の本でもいいので時間をみつけて1週間に1回実施していきましょう。

